
再評価結果（令和３年度事業継続箇所） 

 

                                担 当 課：都市局街路交通施設課 

                                担当課長名：中村 健一 

事業名 

 

連続立体交差事業 

新京成電鉄新京成線（鎌ヶ谷大仏駅～くぬぎ山駅

間） 

事業 

区分 

連続立体交差 

 

事業 

主体 

千葉県 

 

起終点 

 

 自：千葉県鎌ケ谷市南初富６丁目 

 至：千葉県鎌ケ谷市北中沢１丁目 

延長 

 

3.3 

km 

事業概要  

 既存の踏切１２箇所を除却することにより、交通渋滞や踏切事故の解消を図るとともに、鉄道により分

断された市街地の一体化を図る。 

Ｈ１３年度事業化 Ｈ１０年度都市計画決定 Ｈ１４年度用地着手  Ｈ１４年度工事着手 

全体事業費 ５２８億円 事業進捗率 ９３％ 供用済延長        3.3km 

計画交通量  56,133 台時／日  

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)  1.8 

      

(残事業)   33.4 

 

       59/598 億円 

 事業費：   58/597 億円 

 維持管理費： 1/1 億円 

 

      1,051/ 1,051 億円 

 走行時間短縮便益： 963/963 億円 

 走行経費減少便益：  68/68  億円 

 交通事故減少便益：  20/20  億円 

 令和 2 年 

 

感度分析の結果  

(事業全体) 交通量 ：B/C＝ 1.6～1.9 (交通量 ±10%) (残事業) 交通量 ：B/C＝31.2～37.9(交通量 ±10%) 

    事業費 ：B/C＝ 1.6～2.0 (事業費 ±10%)    事業費 ：B/C＝31.4～38.2(事業費 ±10%) 

    事業期間：B/C＝ 1.8～1.8 (事業期間±20%)     事業期間：B/C＝32.8～33.8(事業期間±20%) 

事業の効果等   

踏切を除却することにより、踏切の遮断時間がなくなり、踏切に起因する交通渋滞が緩和されるとともに

踏切での事故が解消される。 

関係する地方公共団体等の意見  

・特になし。 

 

事業評価監視委員会の意見  

・事業の継続を承認する。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・令和元年１２月に高架化が完了し、踏切は除却済である。高架化前の平成２９年度時点において、 

１２箇所の踏切における自動車の踏切遮断時間は、１日当たり平均約４．５時間であり、特に国道４ 

６４号との踏切では、踏切自動車交通遮断量（台時/日）が、５万２千台時／日となっており（ボトル 

ネック踏切（５万台時／日以上））、踏切を起点とする交通渋滞が慢性化している。また、平成２７ 

年度から令和元年度の踏切事故件数は、１２件（死亡事故１件、物損事故１１件）である。 

 周辺市街地の活性化を図るため、独立行政法人都市再生機構の新鎌ケ谷特定土地区画整理事業が実施さ

れており、平成２５年度に事業が完了となっている。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

・令和２年度現在は、仮線撤去工事を実施中である。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・令和６年度までの事業完了が見込まれる。 

施設の構造や工法の変更等  

・特になし。 

対応方針 継続 

対応方針決定の理由  

・費用便益比（B/C）が１．８であり、費用対効果が見込まれる。 

高架化により１２箇所の踏切が除却され、高架区間内の踏切の遮断時間がゼロとなり、踏切に起因する

交通渋滞や事故が解消されること、救急搬送時間の短縮が見込まれること、大規模災害発生時の輸送ルー

ト確保による防災機能の向上につながるといった効果が期待される。 

着実に事業を推進していることから、事業を継続し、効果の早期発現を目指す。 

 

 



事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 


